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亀井利明教授 略歴・著作目録
略歴
1930（昭和5)年10月15日 ____に出生
（父明平（山口県），母良枝（東京都）の二男として）
本籍地
現住所 --一 -
学歴
1953（昭和28)年3月 関西大学経済学部卒業
1955（昭和30)年3月 神戸大学大学院経営学研究科経営学・会計学専攻修士課
程修了
1958（昭和3)年3月 神戸大学大学院経営学研究科商学専攻博士課程単位取
得
1958（昭和3)年4月 神戸大学大学院経営学研究科研究生 (6カ年在籍）
1965（昭和40)年3月 学位取得（神戸大学商学博士）
1969（昭和4)年4月 エジンバラ大学およびペンシルヴェニア大学へ留学 (1
カ年保険論・リスクマネジメント論の研究）
1978（昭和53)年10月 神戸大学法学部にて保険法•海商法の研修 (6 カ月）
1987（昭和62)年3月 ロンドン大学等へ留学 (6カ月）
職歴
1955（昭和30)年 4月 関西大学助手奉職商学部勤務
1958（昭和3)年4月 関西大学専任講師に昇格
1961（昭和36)年4月 関西大学助教授に昇格
1963（昭和38)年4月 大阪外国語大学非常勤講師（保険論担当 2カ年）
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1966 (昭和41)年4月
1967 (昭和42)年 1月
1967 <昭和42)年 4月
1968 (昭和43)年 4月
1968 <昭和43)年4月
1969 <昭和4)年4月
1970 <昭和45)年 7月
神戸商科大学非常勤講師（海上保険論担当 1カ年）
教員資格審査 国際経済大学兼任講師（保険論担当）
神戸商船大学非常勤講師（海上保険論担当．平成12年3月迄）
関西大学教授に昇格（現在に至る）
神戸市外国語大学非常勤講師（海上保険論担当以後昭和51
年まで隔年担当）
関西大学大学院教授（商学研究科にて保険論研究担当現在に至
る）
国際経済大学非常勤講師（保険論担当集中講義以後昭和48
年度まで担当）
1970 (昭和45)年10月 関西大学商学部長代理 (1カ年）〔カリキュラムの改正〕
1971 (昭和46)年4月 奈良県立短期大学非常勤講師（保険論担当 5カ年）
1971 (昭和46)年8月 長崎大学経済学部非常勤講師（保険論担当集中講義）
1972 (昭和47)年10月 関西大学大学院商学研究科長(3カ年半）〔会計学専攻の増設）
1973 (昭和48)年10月 関西大学経済・政治研究所研究員（任期5カ年公害研究班
主幹）
1974 (昭和49)年6月 関西大学大学協議会協議員（任期2年）
1977 (昭和52)年7月 北海道大学経済学部非常勤講師（保険論担当集中講義）
1977 (昭和52)年10月 関西大学商学部長 (1カ年）
1979 (昭和54)年4月 関西大学広報委員長 (1カ年）
1980 (昭和5)年4月 関西大学入試実行委員長 (2カ年）〔入試リスクマネジメント
の開発）
1981 (昭和56)年7月 北海道大学経済学部非常勤講師（保険論担当集中講義）
1982 (昭和57)年6月 関西大学国際交流委員長 (2年4カ月）〔遼寧大学および復旦
大学との国際交流協定締結〕
1984 (昭和59)年 7月 中華人民共和国 遼寧大学経済管理学院講師（保険論担当
集中講義）
1984 (昭和59)年10月 関西大学評議員給与厚生委員会副委員長 (4カ年）
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1984 (昭和59)年10月 関西大学商学部入試検討委員会委員長 (4カ年）〔推薦入学
制度の尊入〕
1985 (昭和60)年9月 中華人民共和国 復旦大学講師（海事法担当集中講義）
1987 (昭和62)年4月 関西大学在外調査研究員としてロンドン大学を中心と
し，欧米諸国へ調査研究 (6カ月）
1987 (昭和62)年10月 甲南大学非常勤講師 (4カ年間）
1988 (昭和63)年10月 関西大学商学部長 (2カ年）〔コー ス制の導入〕
1991 (平成3)年4月 関西大学商学部にリスクマネジメント論の講座開設（本
講座を担当）〔現在に至る〕
1991 (平成3)年10月 神戸商船大学にてリスクマネジメント論担当（平成7年3
月まで）非常勤講師
1992 (平成4)年10月 関西大学理事（平成8年9月まで）
1994 (平成6)年12月 大分大学にてリスクマネジメント論集中講義(2単位）（非
常勤講師）
1996 (平成8)年4月 関西学院大学大学院商学研究科非常勤講師，リスクマネ
ジメント論担当（平成8年9月まで）
1997 (平成9)年10月 奈良県立商科大学非常勤講師，保険論を担当（平成1年3
月まで）
学会およぴ社会活動歴
1963 (昭和38)年4月 関西大学ハンドポール部長（現在に至る）
1963 (昭和38)年10月 著書『海上保険証券免責条項論』により各務記念賞受賞
1967 (昭和42)年4月 関西大学健康保険組合評議員および会計検査委員 (7カ
年）
1968 (昭和43)年3月 韓国保険学会の招請により訪韓研究報告〔論題「アンダ
ラーイティングの原則」〕
1968 (昭和43)年4月 関西大学教員組合委員長 (1カ年）
1968 (昭和43)年8月 「学生村の運営」および「簿記」「自賠責」の講習に対し，
長野県下伊那郡より表彰
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1968 (昭和43)年10月
1970 (昭和45)年3月
1970 (昭和45)年10月
1974 (昭和49)年 3月
1974 (昭和49)年4月
1975 (昭和50)年4月
日本保険学会評議員 (2カ年）
前後3回にわたる「海上保険」「共同海損」「自動車保険」
の講演により韓国保険学会より表彰
日本保険学会理事（平成1年9月まで 29年間）
吹田市社会教育委員 (2年1カ月）
日本保険学会代表として国際保険法学会 (AIDA)第4回
大会（於ロザンヌ）に出席〔論題「社会的暴力と保険」〕
日本保険学会代表として韓国保険学会全国大会に出席
研究報告（論題「海洋汚濁と保険」〕
1976 (昭和51)年4月 吹田市監査委員 (2期 8カ年 1期は代表監査委員）
1976 (昭和51)年4月 大阪府共済農業共同組合連合会裁定委員会委員 (8カ年）
1976 (昭和51)年10月 関西大学留学生会顧問（現在に至る）
1977 (昭和52)年5月 大阪商工会議所経済人グループの一員として中華人民
共和国の経済事情について調査視察
1977 (昭和52)年8月 大阪市国民健康保険運営協議会委員 (2カ年）
1978 (昭和53)年 7月 H本リスクマネジメント学会設立発起人代表となる
1978 (昭和53)年9月 日本リスクマネジメント学会理事長 (7年1カ月）〔本学会
1978 <昭和53)年10月
1979 (昭和54)年8月
1981 (昭和56)年8月
1981 (昭和56)年8月
1983 (昭和58)年 5月
1984 <昭和59)年 8月
を組織化し．昭和59年10月，日本学術会議法上の公認学術団体とし
て登録〕
日本保険学会代表として国際保険法学会第 5回大会（於
マドリッド）に出席〔論題「汚染と保険」〕
大阪市国民健康保険運営協議会副会長 (2カ年）
吹田市監査委員としての功績に対し全国都市監査委員
会（自治省）から表彰
大阪市国民健康保険運営協議会会長（現在に至る）
全国都市監査委員会ヨーロッパ調査団の一員としてヨ
ーロッパの都市監査行政について調査視察
H中友好活動により遼寧大学から表彰
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1984 (昭和59)年9月 著書『危険管理論』により日本リスクマネジメント学会
賞受賞
1985 <昭和60)年 8月 日本学術会議経営学研究連絡委員会委員 (9カ年）
1985 <昭和60)年10月 日本リスクマネジメント学会会長（昭和60年10月まで 7年
1カ月）
1985 (昭和60)年11月 日本リスクマネジメント学会理事長（現在に至る）
1986 (昭和61)年 5月 日本保険学会代表として韓国保険学会創立22周年記念
全国大会（於全南大学校）に出席 研究発表〔論題「海上運送
人の自由裁量権と貨物海上保険」〕
1987 <昭和62)年 7月 H本リスクマネジメント学会代表として国際保険学会
(IIS)に出席（於ソウル）〔論題「交通事故の被害者救済と保険」〕
1987 (昭和62)年11月 韓国保険公社保険研修院の招請により第10回保険経営
者セミナーに出席 研究発表〔論題「リスクマネジメントの構
造と展開」〕
1988 (昭和63)年1月 International Insurance SocietyのCharterMember 
1988 <昭和63)年10月
1990 (平成2)年 5月
1990 (平成2)年 6月
1992 (平成 4)年9月
1992 (平成 4)年10月
1993 (平成 5)年6月
1993 (平成 5)年5月
1993 (平成 5)年12月
1994 (平成6)年 3月
（現在に至る）
大阪市国民健康保険運営協議会の特別貢献者として国
民健康保険中央会（厚生省）から表彰
吹田市政特別功労者として吹田市から表彰
損害保険事業総合研究所評議員（現在に至る）
『アンスリュームの夢』でRM文学賞受賞
韓国RM学会へ出席研究発表
亀井特別基金150万円に達する（寄付金），これを 11S派遣
者費用に充当 (2名）するとともに国際交流事業に使用
日本経済学会連合評議員（現在に至る）
台湾風険管理学会に出席 研究報告
International Insurance Societyの保険殿賞 (Insurance
Hall of Fame)の候補者となる (JARMS,Report Noll, p218 
以下）
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1994 (平成6)年10月 韓国リスク管理学会へ出席研究報告
1994 (平成6)年11月 薬師寺泰豪氏の追悼のタベを主宰し（於関西大学），「薬師
寺氏追1卓の歌」を披露
1995 (平成 7)年3月 亀井利明氏と徳山喜昭氏の寄付金により「阪神大震災と
リスクマネジメント」という冊子を刊行
1995 (平成7)年8月 日本リスク・プロフェショナル協会設立理事長に就任
1996 (平成8)年11月
1997 (平成9)年 3月
1998 (平成10)年2月
1994 (平成6)年11月
1997 (平成9)年9月
1998 (平成10)年6月
1998 <平成10)年8月
1998 (平成10)年10月
1999 (平成11)年4月
2000 (平成12)年7月
2000 <平成12)年10月
【著書】
『商取引の形態』
（現在に至る）
トルコヘ出張（トルコ文化の学習）
トルコヘ出張（危機管理の学習）
イスタンプール大学へ出張
大阪市・市民表彰（大阪市国保事業の運営）
RM殿堂賞受賞 (B本的RM論の形成）
日韓リスクマネジメント共同学術セミナー（釜山大学およ
ぴ釜山経商専門大学）に日本代表として出席 研究報告
工業技術院日本規格協会，危機管理用語統一 ISO化委
員（現在に至る）
厚生大臣表彰（国民健康保険事業の運営協力）
危機管理カウンセリング研究所所長（現在に至る）
家庭危機管理学会会長（代表権を持つ）
日本リスクマネジメント学会会長（代表権をもつ）（現在に至
る）
著作目録
『海上保険証券免責条項論』
『英国の保険事業』
青山書店
保険研究所
法律文化社
1961 (昭和36)年5月
1961 (昭和36)年6月
1965 (昭和40)年5月
(825) 307 
『海上保険論』 法律文化社 1971 (昭和46)年11月
『海上公害論』 ミネルヴァ書房 1974 (昭和49)年2月
『海上保険総論』 成山堂 1976 (昭和51)年4月
『危険と安定の周辺』 同朋社 1978 (昭和53)年3月
『リスクマネジメントの理論と ダイヤモンド社 1980 (昭和5)年 4月
実務j
『マリン・リスクマネジメント 千倉書房 1982 (昭和57)年10月
と保険制度』
『危険管理論』 中央経済社 1984 (昭和59)年3月
『保険理論与実務』 中国遼寧大学 1984 (昭和59)年8月
『英国海上保険約款論』 関西大学出版部 1986 (昭和61)年3月
『保険総論ーリスクマネジメン 同文館 1987 (昭和62)年8月
トと保険の理論ー』
『海上保険概論』 成山堂 1992 (平成4)年4月
『リスクマネジメント理論』 中央経済社 1992 (平成4)年4月
『危機管理と保険理論』 法律文化社 1995 (平成7)年10月
「危機管理とリスクマネジメ 同文館 1997 (平成9)年9月
ント』
『危機管理カウンセリング』 日本リスク・プロフェショ 1999 (平成1)年4月
ナル協会
『心の危機管理と陶芸』 危機管理カウンセリング研 2000 (平成12)年10月
究所
『企業危機管理と家計危機管理』 日本リスク・プロフェショ 2000 (平成12)年10月
ナル協会
《上記著書のうち外国語に翻訳されたもの》
「海上保険論』 宋基淑訳韓国博英社 1976 (昭和51)年1月
『危険管理論』 李松操訳中国金紬出版社 1988 (昭和63)年6月
『危険管理論』 宋一訳韓国法文社 1989 (乎成元）年7月
『危機管理斗保険理論』 A-1]吾壱笹入l- 1999 (平成11)年2月
o]告甘・入や:P-=I哨訳 韓国
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【編著】
『保険経営論』 青山書店 1969 (昭和4)年4月
「第 1章序説」，「第 2章ロイズ」，「第 8章アンダーライティング」
を執筆
『保険総論』 法律文化社 1974 (昭和49)年 3月， 1978(昭和53)年 4月改訂版
「第 1編第 1章保険の研究」，「第2編第 6章保険政策と保険行政」，
「第3編第 1章ロイズ」，「第4編第 1章アンダーライティング」，
「第4編第7章保険会計」を執筆
『貨物海上保険の実務』 ダイヤモンド社 1977 (昭和52)年3月
「第 1章海上保険の意義」，「第 9章各種の特別約款」，「第10章オー
プン・ポリシー」，「第12章貨物の損害をめぐる責任と保険」，「第13章 海
上保険契約の原則」を執筆
『韓国の工業化と環境問題』 ミネルヴァ書房 1977 (昭和52)年10月
「12章中 5章」を執筆
『現代リスクマネジメント事典』 同文館 1988 (昭和63)年 5月
「X-8 日本のリスクマネジメント」，「X-9 日本的リスクマネジメ
ントの内容」を執筆
『生活ファイナンスの基礎知識』 東洋経済新報社 1995 (平成 7)年4月
【共著】
亀井利明・安井信夫共訳『W.A.ディンスデール 保険入門』 ダイヤモンド社 1963(昭
和38)年5月
山崎紀男編『現代商業の構造』 法律文化社 1966 (昭和41)年4月／改訂増補のうえ『現
代商業概説』と改称 1971(昭和46)年 「第 3章商業組織」，「第 4章卸
売商業」，「第 5章小売商業」を執箪
庄司光・鉄川精・亀井利明・沢井裕共著『環境論序説』 法律文化杜 1975 (昭和50)年
4月 「第3編 海洋汚染と被害補償」を執筆
関西大学経済・政治研究所『韓国の工業化と環境問題』 同朋社 1977 (昭和52)年 6月
「第 1章韓国の経済発展と工業化」，「第 3章造船工業の構造」，「第 4
章公害と環境汚染」，「第 6章韓国の公害に関する法則」，「第11章交
通公害と自動車保険」を執筆
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木村栄一・庭田範秋編『保険概論』 有斐閣 1976 (昭相51)年6月/1984(昭和59)年 2
月新版 「第4章新種保険」を執筆
木村栄一編『損害保険論』 有斐閣 1978 (昭和53)年5月/1983(昭和58)年4月第2版
刊行 「第9章責任保険」を執筆
H本リスクマネジメント学会編『『フランスの保険事業』（三好義之助著）とその 4つの書
評をめぐる諸問題』 第1章およぴ追記を執筆
【分担執筆】
朝川伸夫•印南博吉監修『保険辞典（上巻）・（下巻）』 保険研究所 1961 (昭和36)およ
び1962(昭和37)年 「近因説」ほか5項目を執筆
大阪市立大学経済研究所編『経済学辞典』 岩波書店 1965 (昭和40)年 「海上保険」
および「火災保険」を執筆
関西大学商学会『商学論集』学習指導号 1968 (昭和43)年4月/1977(昭和52)年以降改
訂加箪 「保険論の学習」を執筆
ダイヤモンド社『保険小辞典』 ダイヤモンド社 1972 (昭和47)年 「委付」ほか海上
保険関係の用語を執筆
関西大学『大学』 関西大学広報委員会 1979 (昭和54)年4月 「奥行き深い商学」を
執筆
関西大学商学会『商学論集』学習指導号 1982 (昭祁57)年4月 「損害保険論」を執筆
【監修】
自動車保険実務研究会『自動車保険の実務』 ダイヤモンド社 1980 (昭和5)年10月
姉崎義史・大城裕ニ・羽原敬二共訳『バグリーニ著 IJスクマネジメントの理論と応用』
新日本保険新聞社 1981 (昭和56)年7月
【論文】
「損害保険事業に於ける責任準備金の一考察」『六甲台論集』 1の1 1954 (昭和29)年
8月
「損害保険会社の営業損益計算」『保険評論』 7の12 1955 (昭和30)年12月
「損保責任準備金の実体」『保険評論』 8の2 1956 (昭和31)年2月
「海上保険におけるいわゆる特定危険について」『関大商学論集』 1の1 1956 (昭和31)
年4月
「自動車損害賠償責任保険の概要」『関大商学論集』 1の2 1956 (昭和31)年6月
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「損害保険経営における支払備金の評価と分析」『保険学雑誌J394号 1956 (昭和31)年
8月
「火災保険における損害防止費用」『保険評論J8の12 1956 (昭和31)年12月
「社会保険と普通保険」『保険評論J9の2 1957 (昭和32)年 2月
「海上保険におけるストライキ危険の取扱いとその約款」『関大商学論集」 1の6
1957 (昭和32)年 3月
「保険の経営学的研究について」『保険』 5号 1957 (昭和32)年5月
「スウェーデンにおける保険企業の経営について」『関大商学論集』 2の3 1957 (昭和
33)年8月
「メモランダム・クローズの生成発展」『関大商学論集』 2の6 1958 (昭和33)年 2月
「海上保険における盗難不着の危険について」「保険学雑誌』 403号 1958 (昭和33)年10
月
「生動物の死亡と海上保険」『関大商学論集』 4の1 1959 (昭和34)年4月
「航海の遅延による損害について」『損害保険研究』 21の4 1959 (昭和34)年11月
「英国保険企業の保険料会計」『生命保険文化研究所所報」 6号 1959 (昭和34)年12
月
「海上保険における直接損害填補の原則について」『保険学雑誌』 408号 1960 (昭和35)
年1月
「商業危険と海上危険」『関大商学論集』 4の7・8 1960 (昭和35)年 3月
「危険包括負担の原則の変遷」『関大商学論集』 5の2 1935 (昭和35)年6月
「海上保険における免責条項の形態」『関大商学論集』 5の4 1960 (昭和35)年10月
「一部の全損について」『損害保険研究』 23の2 1961 (昭和36)年5月
「英国保険企業の営業計算書と損益計算書の考察」『生命保険文化研究所所報」 7号第
2分冊 1961 (昭和36)年 6月
「中世ヴェニスの海上保険」『保険学雑誌』 414号 1961 (昭和36)年10月
「企業危険論序説l」『共済保険研究』 28号 1961 (昭和36)年9月
「企業危険論序説2」『共済保険研究』 29号 1961 (昭和36)年10月
「企業危険論序説3」『共済保険研究』 30号 1961 (昭和36)年11月
「包括責任主義の根拠について」『損害保険研究」 24の2 1962 (昭和37)年 5月
「英国保険企業の貸借対照表について」『生命保険文化研究所所報』 8号 1962 (昭和
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37)年 5月
「英国保険事業の構造」『関大経済政治研究所調査と資料』 2号 1962 (昭和37)年11
月
「英国における巨大保険企業の結合」『生命保険文化研究所 所報』 9号 1963 (昭和38)
年6月
「包括責任主義とオール・リスクス」『勝呂博士還暦記念保険理論の新展開』保険研究
所 1963 (昭和38)年8月
「ロイズの組織と運営」『損害保険研究』 25の4 1963 (昭和38)年11月
「自由競争時代における英国海上保険事業の変遷」『保険学雑誌』 423号 1963 (昭和38)
年12月
「ロイズの経営分析」『関大経済政治研究所 研究双書』第18冊 1964 (昭和39)年3月
「ロイズにおける個人責任の原則と財務的堅実性」『印南博士遠暦記念 現代資本主義と
保険』保険研究所 1964 (昭和39)年7月
「英国の海上保険収支」『海運』 443号 1964 (昭和39)年8月
「英国における保険監督法の発展」『生命保険文化研究所 所報』 10号 1964 (昭和39)
年9月
「英国保険事業における企業集中」『久川教授退官記念保険の近代性と社会性』
1965 (昭和40)年1月
「海上保険契約における挙証責任と損害説明義務」『損害保険事業研究所創立30周年記念
損害保険論集」 1965 (昭和40)年3月
「英国における保険企業の形態」『末高信博士古稀祝賀記念論文集 保険学の論理と現
実』 1965 (昭和40)年3月
「英国における保険プローカーの法的性格」『保険学雑誌』 428号 1965 (昭和40)年3月
「配給機能としての危険負担機能」日本商業学会編『マネジリアル・マーケティング』
1965 (昭和40)年8月
「英国海上保険証券改正論」『損害保険研究』 27の4 1965 (昭和40)年1月
「Inchmareeclauseと保険者の責任」『関大商学論集』 10の3 1965 (昭和40)年11月
「英国保険証券の構造」『生命保険文化研究所論集』 4号 1966 (昭和41)年6月
「船舶の火災と海上保険およぴ共同海損」『海事交通研究』 1966年2号 1966 (昭和41)
年6月
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「保険行政の理論と範囲」『保険学雑誌』 435号 1966 (昭和41)年12月
「アメリカ協会期間（船舶）保険証券書式」『関大商学論集』 11の2 1966 (昭和41)年 6
月
「BaileeClauseの変遷」『今村有博士古稀記念論文集損害保険契約の基本問題』
1967 (昭和42)年2月
「英国における責任保険の発展」『南出弘博士在職30年記念論集 自動車・責任保険の諸
問題』 1967 (昭和42)年8月
「アメリカの堪航担保原則」『国民経済学雑誌』 116の5 1967 (昭和42)年11月
「英国の海上保険事業について」『海運』 479号 1967 (昭和42)年8月
「堪航性に関する船主と貨物保険」『損害保険研究』 30の 1 1968 (昭和43)年2月
「日本における自動車保険の現状と問題点」韓国『自保塔』 15,16号 1968 (昭和43)年
3月， 4月
「貿易と海上保険」韓国『貿易論集』第2輯 1968 (昭和43)年6月
「英国保険行政の変貌」『関大商学論集』 13の4・5 1968 (昭和43)年12月
「共同海損と海上保険（その 1)」「関大商学論集」 14の 1 1969 (昭和44)年4月
「共同海損と海上保険（その2)」「関大商学論集」 14の2 1969 (昭和44)年6月
「Underwritingの意義と原則」「損害保険事業研究所創立35周年記念損害保険論
集』 1969 (昭和44)年4月
「アンダーライティングの意義と原則」韓国『保険学会誌』第 5輯 1969 (昭和44)年4
月 （漢陽大学校教授 韓東湖氏の翻訳により掲載）
「海運産業革命と海上保険」韓国『損害保険』 9の2 1969 (昭和44)年5月 （新韓海
運企画部長 姜大洪氏の翻訳により掲載）
「アメリカの保険論と保険学会」「関大商学論集J14の5 1969 (昭和44)年12月
「アメリカの自動車保険証券について」『関大商学論集J15の 1 1970 (昭和45)年4月
「欧美的海上保険市場」中国保険業託琲統計研究業務監理委員会編『保険参考資料第43
期」 1970 (昭和45)年10月 （陳継発氏の翻訳により掲載）
「積荷の持越(overcarriage)について」『日本保険学会創立30周年記念論文集j 1971 (昭
和46)年6月
「交通事故と労災事故をめぐる保険関係」『関大商学論集』 15の5・6 1971 (昭和46)
年2月
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「公害の補償と保険」『関大商学論集』 16の1 1971 (昭和46)年4月
「協同組合保険とモラル・ハザード」『共済と保険』 153号 1972 (昭和47)年1月
「海上公害について」『関大商学論集』 17の1 1972 (昭和47)年4月
"A Study of Marine Pollution Damage" Japan Insurance News, No. 2, July. 
1972 (昭和47)年7月
「公害と保険ー海上公害を中心として一」『保険学雑誌」 459号 1972 (昭和47)年12月
「狭水道と巨大タンカー」『SOS』No.5 1972 (昭和47)年12月
"Marine Pollution Damage and Insurance Scheme" Kansai University Review of 
Economics and Business, Vol. 2, N o.l. 1973 (昭和48)年12月
"Insurance and Acts of Violence against a Community affecting Person or Prop-
erty" AIDA 4e Congres Mondial Mar. 1974 (昭和49)年4月 〔木村，水島教授との
共同執筆，『保険学雑誌J468号（昭和50年3月）に転載〕
「油濁と保険」損害保険事業研究所創立40周年記念『損害保険論集』 1974 (昭和49)年
3月
「海上油濁事故と船主責任」『海運1575号 1975 (昭和50)年8月
「社会教育と保険教育」『共済と保険』 17の9 1975 (昭和50)年9月
「油濁損害と共同海損」『葛城博士古稀記念 損害保険論集』 1976 (昭和51)年7月
「環境汚染と責任保険」『生命保険文化研究所所報』 36号 1976 (昭和51)年9月
「リスクマネジメントの内包と外延」『損害保険研究』 38の4 1976 (昭和51)年11月
"Environmental Pollution Liability Insurance" Kansai University Review of Eco-
nomics Business, Vol. 5, No. 1 1976 (昭和51)年9月
「リスク・マネジメントについて」『経済人』昭和52年3月号 1977 (昭和52)年3月
「パッケージ・ポリシーについて」『インシュアランス』 2781号 1977 (昭和52)年3月
「中国の環境問題と保険事業」生命保険文化研究所『文研月報』 No.67 1977 (昭和52)
年10月
"Pollution Insurance," 5 World Congress on Insurance Law Theme I, Pollution 
Insurance, Editorial Mapfre, S. A. Madrid, 1978 1978 (昭和53)年10月
「英国における環境汚染と保険」『創立45周年記念 損害保険論集』損害保険事業研究所
1979 (昭和54)年3月
「企業の社会的責任とリスクマネジメント」『植野郁太教授遠暦記念 現代財務会計の動
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向』国元書房 1979 (昭和54)年3月
「リスクマネジメントの体系」『危険と管理』 2号 1979 (昭和54)年 7月
「海上保険法の史的研究」『私学研修」 82号 1979 (昭和54)年1月
「防災基礎講座・リスクマネジメント」『予防時報』 120号 1980 (昭和5)年 1月
「エネルギー産業におけるリスクマネジメント」『電力新報』 1980年1月号 1980 (昭和
5)年 1月
「リスクマネジメントヘの期待」『RM提言』 2号 1980 (昭和5)年1月
「中小企業のリスクマネジメント」『経営者会報』 279号 1980 (昭和5)年 2月
「インターナショナル・リスクマネジメントについて」『危険と管理』 3号 1980 (昭和
5)年3月
「汚染と保険」『保険学雑誌』 488号 1980 (昭和5)年4月
「環境問題とリスクマネジメント」『産業と環境』 1980年 4月号 1980 (昭和5)年4月
「生産物賠償責任保険の諸問題ー問題提起ー」『保険学雑誌』 489号 1980 (昭和5)年6
月
「中小企業のリスクマネジメント」『岡山経済』 Vol.3,N o.31 1980 (昭和5)年7月
「中小企業リスクマネジメントの性格」『危険と管理』 4号 1980 (昭和5)年7月
「リスクマネジメント入門」『セントラルマネジメント』 55年 8月号 1980 (昭和5)年
8月
「リスクマネジメントの現状」『安全』 32の4 中央労働防止協会 1981 (昭和56)年4
月
「リスクマネジメントと監査役」『月刊 監査役』 152号 1981 (昭和56)年9月
「わが国におけるリスクマネジメント研究の方向性ー問題提起ー」『危険と管理』 7号
1982 (昭和57)年1月
「増値保険の一考察」『保険学雑誌』 499号 1982 (昭和57)年12月
「増価額保険についての一考察」『韓東湖博士華甲記念 現代保険学の諸問題』韓国保険
学会 1983 (昭和58)年9月
「H本リスクマネジメント学会の歩みと現状」『危険と管理』 12号 1984 (昭和59)年9
月
「企業をめぐる犯罪とリスクマネジメント」日本リスクマネジメント学会『RM双書』
第2集 1986 (昭和61)年 3月
(833) 315 
「危険充満の時代とリスクマネジメント」『消費者情報え・ら・ぷ』 No.185 1986 <昭和
61)年9月
「わが国におけるリスクマネジメント論の展開」『関大商学論集』31の3・4・5 1986(昭
和61)年10月
「現代の企業経営とリスクマネジメント」『第94回産業セミナー年報』関西大学経済・政
治研究所 1986 (昭和61)年10月
「海上保険契約における挙証責任」「保険学雑誌J516号 1987 (昭和62)年3月
「リスクマネジメントのあり方」『アクチュアリー会会報』 109号 1987 (昭和62)年9月
「英国貨物海上保険約款における不担保危険と免責危険」『保険学雑誌』522号 1988(昭
和63)年9月
「企業経営における経営者の人的危険」生命保険文化研究所『文研論集』 1988 (昭和63)
年9月
「リスクマネジメント」「日債銀レポート』第36号 1989 (平成元）年12月
「経営管理とリスクマネジメント」日本リスクマネジメント学会『RM双書』第 6集
1990 (平成2)年3月
「リスクマネジメント」日経マネジメントプレーン26 日経映像 1990 (平成2)年4月
「経営者の人的危険とリスクマネジメント」『索江朴恩会博士華甲記念号 保険学会誌第
35輯』韓国保険学会 1990 (平成2)年3月
"The Nature and Classifications of Risk Management" Kansai University Review 
of Economics and Business, Vol. 19. (平成3年3月）
「企業の成長とリスクマネジメント」「損害保険研究』第53巻第3号（平成3年11月）
「保険プローカー制の課題」『保険学雑誌』第535号（平成3年12月）
「21世紀に向けた損保代理店の生きる道」『新日本保険新聞損保版』第1766号（平成4年
1月）
「リスクマネジメントの変遷と展望について」「危険と管理』第20巻（平成4年3月）
「経営者リスクと直観経営」『損保企画』 No.513(平成5年5月）
「経営者リスクとリスクマオミそノメ／卜」『創立60周年記念損害保険論集』損害保険事業総
合研究所（平成6年2月）
「船舶保険における危険負担の始終期」『保険学雑誌』第545号（平成6年6月）
「経営破綻とリスクマネジメント」「損保企画』 No.563(平成6年11月）
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「経営破綻とリスクマネジメント」『危険と管理』第23号（日本リスクマネジメント学会〕
（平成 7年3月）
「中小企業におけるリスクマネジメント」『からすま』 139号〔京都中小企業指導所〕（平成
7年11月）
「鉄道事業の危機管理と防災対策」『JRガゼット』 9月号〔交通新聞社）（平成8年9月）
「プレゼンテーション・リスクマネジメントと専門書のプレゼンテーション」『危険と管
理』第25号（日本リスクマネジメント学会〕（平成8年10月）
「危機管理とリーダーシップ」『研修』 208号〔（特集リーダーシップを考える）兵庫県自治
研究所〕（平成8年3月）
「リスクの形態と企業倒産」『研究双書」第101冊『大阪問題の基礎研究』〔関西大学経済・
政治研究所〕（平成9年3月）
「日本リスクマネジメント学会創立20周年を回顧して」『危険と管理』第27号〔日本リス
クマネジメント学会〕（平成9年10月）
「リスク感性」「産業能率』平成9年5月号〔大阪能率協会〕（平成9年5月）
「フランスの保険事業とプレゼンテーション・リスク」『危険と管理』第27号〔日本リス
クマネジメント学会〕（平成9年10月）
「マリン・リスクマネジメントのあり方」『危険と管理』第29号〔日本リスクマネジメント
学会）（平成10年10月）
「トルコの危機管理」『関西大学商学論集』 42の6号（平成10年2月）
「リスクと危機管理カウンセリングの意義」『危険と管理』第30号〔日本リスクマネジメン
ト学会〕（平成11年3月）
「心の危機管理と癒しの行動科学」『危険と管理』第31号（日本リスクマネジメント学会〕
（平成12年3月）
"Risk Management and Counseling" Kansai University of Review of Business and 
Commerce, N o.2. 2000. 
【小説・評論類】
『危険と安定の周辺』 同朋社 1978 (昭和53)年4月
『アンスリュームの夢』 明文社 1991 (平成3)年1月
『逼かなるバロッサ・バレー』 TK企画 1995 (平成7)年10月
(835) 317 
【随想その他】
「運転免許と保険資料」『共済と保険』 48号 1963 (昭和38)年5月
「旅行と保険」『共済と保険』 52号 1963 (昭和38)年9月
「エリート意識」『共済と保険』 74号 1965 (昭和40)年7月
「私は保険論を履修しませんでした」『共済と保険』 88号 1966 (昭和41)年9月
「信州平谷村」『白樺』 3号 1966 (昭和41)年11月
「百号の歳月」『共済と保険』 100号 1967 (昭和42)年9月
「損害保険のあらまし」『新日本保険新聞』 100号 1967 (昭和42)年12月18日
「授業外における学習」『関大教育後援会会報』 19号 1968 (昭和43)年2月
「韓国保険紀行（上）」『共済と保険』 107号 1968 (昭和43)年4月
「韓国保険紀行（下）」『共済と保険』 108号 1968 (昭和43)年5月
「ロード・マンスフィールドを偲ぷ」『保険毎日新聞』 1969 (昭和4)年7月
「世界一とロンドン」「共済と保険』 123号 1969 (昭和4)年8月
「スコットランド紀行(1)-(13)」『インシュアランス』損保版 1969 (昭和4)年9月25日
号より13回にわたり連載
「英国の思い出」『共済と保険』 126号 1969 (昭和4)年11月
「スペイン一周の旅くサンセバスチャンの旅情＞」「関西大学通信J11号 1970 (昭和45)
年6月13日
「アメリカ経済とコンテナリゼーション」『ちつじょ大阪』 111号 1970 (昭和45)6月20
日
「保険学徒のなげき」『関大』（関西大学校友会） 181号 1970 (昭和45)年6月
「交通事故と健康保険」『健保ニュース』 4号 1970 (昭和45)年10月
「近代化辿る韓国」『関大』（関西大学校友会） 182号 1970 (昭和45)年10月15日
「あしぷえ (I)」（関西大学出版・広報部）ラジオ関西「今晩はみなさん」 1971 (昭和46)
年3月
「アメリカの自動車保険」，「ロイズ」，「李舜臣提督」，「ジプシー」，「ポートワイン」
「青年の保険不信」「共済と保険』 148号 1971 (昭和46)年8月
「海上公害と保険」韓国の「毎日経済新聞」 1742号 1971 (昭和46)年1月4日
「日本人が見た韓国の対日感情」韓国の『毎日経済新聞』 1822号 1972 (昭和47)年2月
8日
318 (836) 
「親切な韓国人」韓国の『毎日経済新聞』 1823号 1972 (昭和47)年2月9B 
「韓国事情に関する文献」『関西大学通信』 28号 1972 (昭和47)年5月1日
「公害とコンシューマリズム」『共済と保険』 167号 1973 (昭和48)年 3月
「あしぶえ (II)』（関西大学出版・広報部） ラジオ関西「今晩はみなさん」 1973 (昭和
48)年10月
「海洋汚染」，「海難事故」，「海上交通規制」，「原子力船」，「渡し舟」，「海水の利用」，「海
上公害の文献」
「私の学生時代く一党ー派に偏しない勉強を〉」『関西大学通信』 43号 1974 (昭和49)年
2月1日
「ゼミナールこそスパルタ教育が必要だ」『関大教育後援会会報』 37号 1974 (昭和49)
年4月
「保険金詐欺」『共済と保険」 189号 1975 (昭和50)年 1月
「私の講義・ゼミナールーおもしろい保険論を一」『関西大学通信』 53号 1975 (昭和50)
年 2月1日
「あしぶえ (V)』（関西大学出版・広報部）ラジオ関西「今晩はみなさん」 1976 (昭和51)
年1月
「狂ったレジャー」，「買物気違い」，「カメラ愛好者」，「モニュメント」，「湖と環境」，「ゲ
ーリック語」，「花壇と婦人」，「愛すべき犬」，「時間厳守」，「郵便制度」，「海外旅行記」
「新刊紹介一日本の公害ー」『関西大学通信』 61号 1976 (昭和51)年 1月12日
「中国のセメント船」『関大』（関西大学校友会） 256号 1977 (昭和52)年 7月15日
「中国の印象」『共済と保険』 222号 1977 (昭和52)年9月
「献辞」『山口吉兵衛教授古稀記念特集 関大商学論集』 22の3・4号 1977 (昭和52)
年10月
「新入生に贈る一有意義な大学生活を一」『関西大学通信」 82号 1978 (昭禾053)年4月
8 B 
「日本のRMの開発を」『共済と保険』 237号 1978 (昭和53)年12月
「80年代に期待するリスクマネジメントの普及」『新日本保険新聞』損保版 1980 (昭和
5)年 1月14日
「入学試験と入社試験」『共済と保険』 251号 1980 (昭和5)年2月
「あしぶえ (X)』（関西大学企画室広報課） ラジオ関西「今晩はみなさん」 1981 (昭和
(837) 319 
56)年 1月
「リスクマネジメントとは」，「リスクの形態」，「リスクマネジメント・サイクル」，「リ
スクマネジメントに対する理解」，「リスクマネジメントの目的」，「可能なリスクマネ
ジメント」，「危険処理の計画」，「危険の調査・確認」，「リスクファイナンシングとキ
ャプティプ」，「危険の費用化」，「リスクマネジメントの文献」
「海外で実施したゼミ」『関西大学通信』 112号 1981 (昭和56)年9月12B
「入試実施にあたって」『関西大学通信』 116号 1982 (昭和57)年2月1日
「老犬とリスク」『共済と保険J283号 1982 (昭和57)年9月
「1982年読者アンケート」『関西大学通信』 123号 1982 (昭和57)年11月29日
「関西大学における国際交流」『関西大学通信』 125号 1983 (昭和58)年 2月1日
「アムステルダム市の監査行政とオランダの思い出」『全監情報j(全国都市監査委員会）
20号 1983 (昭和58)年8月
「慈愛に満ちたご注意」『回想 相馬勝夫』専修大学出版局 1984 (昭和59)年 1月
「検証 グリコ事件私の提言」『サンケイ新聞』 1984 (昭和59)年5月25日
「国際交流について」『関西大学通信』 139号 1984 (昭和59)年9月13日
「中国と保険」『共済と保険』 307号 1984 (昭和59)年9月
「当世あたりまえの条件ー保障について考えてみましょう一」『特集 あたりまえの幸
せ』共済時代News(全労災） 1984 (昭和59)年10月
「勝呂弘先生を悼んで」『保険学雑誌』 501号 1985 (昭和60)年9月
「上海のメロデー」「共済と保険』 27の12 1985 (昭和60)年12月
「三世紀への闘志」亀井明平著『三世紀を生きる』 1986 (昭和61)年 7月
「昭和62年保険審議会答申と今後の課題」『保険毎日新聞』生保版10775号 1987(昭和62)
年 7月3日
「終戦記念日のパール・ハーバー」『共済と保険』 346号 1987 (昭和62)年11月
「台湾留学生OB会」『関大』（関西大学校友会） 378号 1988 (昭和63)年 8月15B
「清水宗一商学部教授を悼む」『関西大学通信』 176号 1988 (昭相63)年10月12日
「創立40年を祝す」「関西大学ハンドポール部創立40周年記念誌』 1988 (昭和63)年1
月
「献辞」『植野郁太教授古稀記念特集 関大商学論集』 33の4・5号 1988 (昭和63)年
12月
320 (838) 
「好奇心の商学部」「関西大学新聞』 356号 1989 (平成元）年2月1日
「場外総会で気勢」『関大」（関西大学交友会） 385号 1989 (平成元）年4月15日
「清水宗ー教授追悼の辞」『関大商学論集』 34の2号 1989 (平成元）年6月
「書評 宋ー著『企業危険管理と危険理論』上・下」『保険毎日新聞』 平成2年11月6
日， 7日号
「人口の高齢化に思う」『千里老人問題研究所報告』第 1号（平成4年2月）
「名誉会員 韓東湖博士を偲んで」 RM双書 No.9 (平成4年3月）
「国際交流のあり方」「ATiny Ripple』No.2 (平成4年2月）
「オーストラリアとパター」『Health& Lifeゆたか』 1992年春号（平成4年4月）
「猫とハーモニカ」『Heath& Lifeゆたか』 1992年夏号（平成4年7月）
「コオロギとハワイ」『Heath& Lifeゆたか』 1992年秋号（平成4年10月）
「大阪の水と文化(1) 大阪のウォーターフロント」『関大』第418号（平成4年4月）
「大阪の水と文化(2) 淀川と大阪の橋」「関大』第419号（平成4年5月）
「大阪の水と文化(3) 大阪の水運」『関大』第420号（平成4年6月）
「大阪の水と文化(4) 大阪の渡し舟」『関大』第421号（平成4年7月）
「人の親和 人の出会い」『平成4年度全国組織代表者会議』（平成4年9月）
「保険審議会答申を読んで」『保険毎日新聞損保版』（平成4年9月）
「企業経営におけるリスクマネジメント」『NMBクォータリー』 Vo.8(平成4年）
「原書と翻訳書」『関西大学図書館報籍苑』第36号（平成5年3月）
「リスクマネジメントと危機管理」『八尾東ロータリークラプ会報』第1030号（平成5年
12月）
「法律の情報化」『所報』 Vol.14, 三宅合同法律事務所（平成6年10月）
「危機管理とリーダーシップ」「研修』兵庫県自治研修所208号（平成8年3月）
「リスク感性」『産業能率』 1997年5月号〔大阪能率協会〕（平成9年5月）
「イスタンプールの潮流」関大通信 平成9年7月7日号
「竹本恒雄著，企業における『危機管理』を考える」 (vol.l-7)平成7年12月～平成10
年5月（クライシスマネジメント研究会）（平成10年10月）
「トルコの危機管理」『危険と管理』第28号〔日本1)スクマネジメント学会〕（平成10年3月）
「経営者リスクと危機管理カウンセリング」関西大学経済・政治研究所『研究双書』第
111冊平成11年3月
(839) 321 
「起業危機管理とリスクマネジメント」第140回産業セミナー，関西大学経済・政治研究
所平成10年6月
「ストレスとトラウマ」『リスクとカウンセリング』 1号 1999 (平成1)年8月
「癒しの科学と陶芸」『リスクとカウンセリング』 2号 1999 (平成1)年12月
「大企業の過信，安全軽視に」（雪印乳業事件）京都新聞 平成12年7月11B
「安全より利益か」（雪印乳業事件） 朝日新聞 平成12年7月12日
（他に読売・毎日・日経・産経は意見表明）
